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「中
国

へ
旅
行
に
行
き
た
い
。

」
と
夢

を
描
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る

日
、

理
事
長
を
し
て
い
た
、

坂
本
隆

太
郎
氏
と
知
り
合
い
、

日
中
友
好
協

会
に
入
会
し
ま
し
た
。

初
対
面
の
印
象
は
、

太

つ
て
い
て
、

そ
の
上
声
が
大
き
く
て
、

と
て
も
『
怖

～
い
』
人
で
し
た
。

坂
本
氏
の
紹
介
で
、
日
本
中
国
帰

国
者
友
好
会
訪
中
団
の
団
員
と
し
て
、

訪
中
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

一
九
七
八
年
八
月
十
二
日
。
日
本

国
と
中
華
人
民
共
和
国
と
の
、

平
和

友
好
条
約
が
締
結
さ
れ
た
年
の
、

十

月
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、　

一
五
日

間
。
。

北
京
―

ハ
ル
ピ
ン
ー
牡
丹
江
―

鏡
泊
湖
―
長
春
―
吉
林
―
豊
満
ダ
ム

ー
長
春
―
北
京
。

長
谷
川
正
団
長
以

下
二
十
人
名
。

団
員
の
殆
ど
の
人
が

留
用
さ
れ
た
軍
人
で
す
。

女
性
団
員

六
名
の
中
で
、

四
人
が
、

昭
和
二
十

八
年
頃
ま
で
従
軍
看
護
婦
と
し
て
、

中
国
解
放
軍
と
行
動
を
共
に
し
て
い

ま
し
た
。

男
性
は
、

技
術
者
と
し
て

中
国
の
建
国
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

飛
行
機
が
、

中
国
本
上
の
上
空
に

近
づ
き
領
土
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が

る
と
、

私
を
除
い
て
全
員
が
、

声
を

上
げ
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。

空
港
に

着
陸
す
る
ま
で
、

中
国
で
体
験
し
た

貴
重
な
思
い
出
が
、

次
か
ら
次

へ
と

溢
れ
て
く
る
の
で
ｔ
ょ
う
。

空
港
に
到
着
し
て
、

中
国
の
大
地

を
踏
み
し
め
た
時
、
「
つ
い
に
中
国
に

帰
国
で
き
た
」
。

そ
し
て
感
動
し
て
何

度
も
何
度
も
踏
み
じ
め
て
い
ま
し
た
。

祖
国
日
本
に
帰
国
で
き
ず
に
、

異
国

の
上
に
埋
も
れ
果
て
た
人
々
、

帰
国

し
た
後
第
二
の
故
郷
で
あ
る
中
国
訪

間
を
、

高
齢
の
た
め
に
、

病
弱
の
た

め
に
、

望
郷
の
念
を
も
ち
な
が
ら
日

本
で
な
く
な
ら
れ
た
人
た
ち
、

同
志

の
人
々
の
無
念
を
思

っ
て
、

そ
の
人

た
ち
の
代
表
と
し
て
、

今
回
の
訪
中

が
実
現
し
た
よ
ろ
こ
び
に
感
激
し
て

い
る
人
々
が
美
く
し
く
見
え
ま
し
た
。

北
京
空
港
の
ロ
ビ
ー
に
は
、

中
国

の
老
朋
友
十
数
人
が
、

同
志
と
の
再

会
に
。

熱
い
歓
迎
の
握
手
を
繰
り
返

し
、

肩
を
抱
き
合

っ
て
、

出
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。

北
京
市
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、

中

日
友
好
協
会
副
会
長
の
孫
平
化
氏
が

特
別
に
謁
見
さ
れ
ま
し
た
。
「中
国
に

長
い
問
い
留
用
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

中
国
に
と

つ
て
大
恩
人
で
あ
り
ま
す
。

日
中
友
好
運
動
に
積
極
的
に
参
加
さ

れ
、

新
し
い
中
国
の
建
設
の
た
め
、

今
後
と
も
、

同
志
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
き
た
い
、

こ
こ
に
謝
意
を
表

し
、

歓
迎
い
た
し
ま
す
」。
記
念
撮
影

の
後
、

宴
会
に
入
る
と
全
員
で
腕
を
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組
ん
で
、
「革
命
歌
」
と

「解
放
軍
の

歌
」
の
大
合
唱
を
く
り
返
し
、

祝
宴

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

忘
れ
ら
れ

な
い

一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

次
の
日
は
、

北
京
市
内
観
光
で
、

故
宮
―
明
の
十
三
陵
―
万
里
の
長
城

を
見
学
し
ま
し
た
。

十
月
六
日
の
十
時
に
北
京
空
港
か

ら
中
型
旅
客
機
で
、　

ハ
ル
ピ
ン
に
行

き
、

午
後
か
ら
、

松
花
江

へ
江
上
遊

覧
を
し
ま
し
た
。

懐
か
し
い
第
二
の

故
郷
の
風
景
に
、

感
激
し
て
誰
も
が

離
れ
て
、

船
上
か
ら
流
れ
行
く
風
景

に
、

涙
ぐ
ん
で
、

そ

っ
と

ハ
ン
カ
チ

で
目
頭
を
拭
い
て
い
ま
し
た
。

船
の

上
は
、

無

口
に
な

っ
た
人
々
が
、

青

春
の
思
い
出
を
回
想
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

十
月
七
日
、

早
朝
、　

ハ
ル
ピ
ン
か

ら
汽
車
で
牡
丹
江
に
行
き
ま
し
た
。

ハ
ル
ピ
ン
か
ら
先
は
、

当
時
国
交
が

回
復
し
て
も
、　

一
般
に
開
放
さ
れ
て

無
く
私
達
訪
中
団
が
、

戦
後
初
め
て

だ
そ
う
で
す
。

ま
だ
反
日
感
情
が
強

く
、

写
真
撮
影
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

宿
泊
ホ
テ
ル
も
無
く
、

中
国

解
放
軍
の
基
地
の
兵
舎
に
、

宿
泊
し

ま
し
た
。

兵
営
か
ら
の
外
出
は
認
め

ら
れ
ず
、

軍
人
さ
ん
と

一
緒
に
、

食

事
を
し
ま
し
た
。

次
の
日
の
朝
、

兵

舎
を
出
発
し
て
、

鏡
泊
湖
に
向
い

，
ま

し
た
。

な
だ
ら
か
な
丘
の
上
で
、

休

憩
を
し
た
と
き
に
、

こ
の
地
で
眠
る

日
本
人
の
慰
霊
祭
を
さ
さ
や
か
に
、

行
い
た
い
と
希
望
し
ま
し
た
が
、

反

日
感
情
を
考
慮
し
て
中
止
し
て
ほ
し

い
と
要
求
さ
れ
ま
し
た
。

や
む
を
得

ず
、

持
参
し
た
お
線
春
と
ワ
ン
カ
ツ

プ
の
お
酒
、

お
菓
子
、
日
本
の
煙
草

等
、

お
経
本
と

一
緒
に
、

地
中
に
埋

め
、

全
員
で
合
唱
し
て
静
か
な
慰
霊

祭
を
行
い
ま
し
た
。

中
国
側
の
ス
タ

ッ
フ
も
、

黙
認
し
て
私
た
ち
の
帰
り

を
待

っ
て
い
ま
し
た
。

一
九
七
八
年
の
十
月
。

ぁ
れ
か
ら

二
十
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

初
め
て

の
私
の
中
国
旅
行
は
、

日
中
友
好
の

原
点
か
ら
の
、

出
発
の
旅
行
で
あ
り

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

病
病
え
　
雑
草
を
抜
く
　
誕
生
日

二
〇
〇
二
年
六
月
二
十
八
日
生
ま
れ

れ
の
六
十
八
才
に
な
り
ま
し
た
。

石
塚
　
栄

日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
二
十
五
周
年
記
念

川
田
市
市
制
施
行
七
十
周
年
協
賛

富

四
磐

錨

「
色

蛇

仏

」

会

川
口
市
日
中
創
立
三
十
周
年
記
念

今
年
は
、

皆
様
も
ご
存
知
の
よ
う

に
当
協
会
創
立
二
十
年
の
記
念
す
べ

き
年
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
日
中
平

和
友
好
条
約
締
結
二
十
五
周
年
の
節

目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
記

念
し
て
、

十

一
月
十
五
日

（土
）
午

後
二
時
、

午
後
七
時
の
二
回
、

川
田

市
市
民
会
館
で
中
国
四
川
省
の
伝
統

戯
劇
で
あ
る
川
劇

「白
蛇
伝
」
の
公

演
を
行
い
ま
す
。

川
劇
の
日
本
で
の
公
演
は
大
変
珍

し
く
、

今
回
の
公
演
は
こ
の
　
一辺

で

は
川
回
だ
け
で
そ
の
ほ
か

一
番
近
い

処
で
も
静
岡
で
す
。

他
で
は
公
演
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

川
劇
と
い
え
ば

一
瞬
に
し
て
顔
が

変
わ
る

「変
面
」
が
大
変
有
名
で
、

京
劇

ヽ
と
共
に
世
界
的
に
も
そ
の
名

を
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
本
場
中
国
の

川
劇

「自
蛇
伝
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

そ
の
他
、

京
劇
、

雑
技
等
も
演
技

さ
れ
ま
す
。

酒
井



た
た
ら
祭
り
で
の

恒
例

「水
餃
子
販
売
」

-3-

今
年
も
、

人
月
二
日

（土
）
、

三

日

（
日
）
に
行
わ
れ
る
た
た
ら
祭

り
で
水
餃
子
販
売
を
行
い
ま
す
。

こ
の
た
た
ら
祭
り
で
の
水
餃
子

販
売
は
、

（協
）
川
日
鋳
物
海
研
会
、

中
国
人
研
修
生
、

川
田
市
日
中
の

三
者
で
行
う
も
の
で
、

こ
こ
数
年

は
た
た
ら
祭
り
名
物
の
水
餃
子
と

し
て
す

っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。

売
上
金
の

一
部
は
当
協
会
が
中

国
に
対
し
て
行

っ
て
い
る
教
育
支

援
事
業
の
資
金
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

中
学
校
由
球
部
脂
導

コ
ー
チ
　
鄭
　
慧
沫

私
は
中
国
山
西
省
出
身
で
す
。

卓
球
の
プ

ロ
コ
ー
チ
で
す
。
日
本

全
国
で
指
導
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、

川
田
市
の
中
学
生
の
指
導
は
川
田
市

日
中
友
好
協
会
の
ご
好
意
に
よ
る
事

で
、

私
も
日
中
友
好
の
掛
け
橋
に
な

る
よ
う
に
特
別
な
思
い
で
頑
振
ろ
う

と
張
り
切

っ
て
や

っ
て
い
ま
す
。

指
導
を
は
じ
め
て
三
年
、

少
し
ず

つ
成
果
は
出
て
き
て
い
ま
す
。　

一
昨

年
、

昨
年
か
ら
指
導
し
て
い
た
所
は
、

基
本
技
術
も
フ
オ
ー
ム
も
と
て
も
よ

く
な
り
、

上
達
し
ま
し
た
。

最
初
に

行

っ
た
時
、

生
徒
た
ち
皆
さ
ん
が
緊

張
し
て
い
る
せ
い
か
、

こ
ち
ら
か
ら

話
し
掛
け
て
も
、

あ
ま
り
答
え
ず
、

挨
拶
す
る
時
も
、

声
が
小
さ
か
っ
た

り
、

手
を
上
げ
て
質
問
を
す
る
生
徒

さ
ん
は
殆
ど
居
ま
せ
ん
で
し
た
。

中

学
生
は
シ
ャ
イ
だ
な
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。

厳
し
く
言
え
ば
ち
ょ
っ
と
元

気
が
無
い
な
と
、

ス
ポ
ー
ツ
を
や

つ

て
い
る
中
学
生
な
ら
、

元
気
が
有
り

余

っ
て
、

疲
れ
知
ら
ず
の
は
ず
で
す

が
、

と
感
じ

つ
つ
も
、

ま
ず
自
分
が

と
て
も
元
気
に
や

つ
て
い
る
姿
勢
を

見
せ
な
が
ら
指
導
を
し
て
い
る
う
ち

に
、

少
し
ず

つ
活
気
が
出
て
、

大
体

チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
が
先
に
出
て
き
て
、

徐
々
に
そ
の
次
に
う
ま
い
子
が
出
て
、

最
終
的
に

一
年
生
の
初
心
者
も
手
を

上
げ
て
質
問
を
し
た
り
、

打

っ
て
見

た
り
す
る
様
に
な
り
、

い
っ
も
の
パ

タ
ー
ン
で
、

指
導
が
終
わ
り
ま
す
。

意
欲
は
あ
り
ま
す
が
な
か
な
か
最
初

か
ら
表
面
に
出
せ
な
い
感
じ
で
し
た
。

中
国
は
日
本
と
違

っ
て
、

競
技
ス
ポ

ー
ツ
は
、

専
門
の
コ
ー
チ
が
ス
ポ
ー

ツ
学
校
で
選
手
養
成
を
す
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
で
選
手
た
ち
の
心
構
え
が

違
う
の
で
し
ょ
う
。

で
も
日
本
の
中

学
生
た
ち
も
本
当
は
す
ご
く
強
く
な

り
た
い
と
思

つ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
？
二
回
日
、

三
回
目
と

指
導
す
る
所
で
は
、

最
初
と
雰
囲
気

が
全
く
違

っ
て
、

積
極
的
に
自
分
の

聞
き
た
い
事
と
や
り
た
い
事
を
ぶ

つ

け
て
き
て
、

と
て
も
元
気
良
く
や

っ

て
い
ま
し
た
。

今
年
は
愛
ち
ゃ
ん
の
活
躍
の
せ
い

か
、

昨
年
よ
り
卓
球
部
員
が
大
幅
に

増
え
て
い
ま
す
。

彼
女
の
頑
張
り
を

見
て
、

同
じ
中
学
生
と
し
て
共
感
す

る
所
が
有

っ
た
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
ぃ
勉
強
で
も

積
極
的
に
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
、

目
標
を
立
て
、

そ
れ
に
向

っ
て
ま

っ

し
ぐ
ら
と
い
う
中
学
生
本
来
の
姿
を

も

っ
と
も

っ
と
表
面
に
出
し
て
、

頑

張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
日
本
卓
求
協
会
公
認

レ
ジ
ス
タ
ー
ド

・
プ

ロ
ヨ
ー
チ

元
中
国
代
表
選
手
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峻
斉
め
一害
畳
に
つ
い
τ

川
田
市
日
中
で
は
、

（社
）
日
中

友
好
協
会
、

埼
玉
県
日
中
友
好
協

会
が
行

っ
た

∽
と
沖
∽
募
金
の
呼
び

か
け
に
協
力
し
当
協
会
と
し
て
十

万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
れ
以

外
に
も
法
人
会
員
や
個
人
か
ら
三

万
五
十
円
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の

お
金
は
県
協
会
を
通
し
て
出
西
省

に
送
ら
れ
ま
す
。

酒
井

全
ク
ラ
ス
合
同
の
秋
季
懇
親
会
を
、

企
画
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
が
は
じ

め
て
の

一
泊
二
日
の
バ
ス
旅
行
で
す
。

他
の
ク
ラ
ス
の
人
や
講
師
の
方

々
と

日
光
江
戸
村
に
て
江
戸
の
情
緒
に
浸

り
、

夜
は
ゆ

っ
く
り
と
温
泉
に
浸
か

り
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
よ
う
。

皆
様
の
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
～
十
五

日〇
宿
泊
地
　
日
光
鬼
怒
川
温
泉

「お
お
る
り
」

○
参
加
費

　

一
人

　

一
万
円

＊
〆
切
人
月
二
十
日
先
着

∞
０
名

内
野

活
動
日
篤

二
月
十
九
日
　
入
門
修
了
式

二
月
二
十
三
日
　
講
師
説
明
会

四
月
四
日
　
入
門
開
講
式

五
月
十
日
　
に
い
は
お
編
集
会

五
月
十
九
日
　
大
使
館
訪
問
打
合
せ

五
月
二
十
四
日
　
県
協
会
理
事
会

六
月

一
日
　
県
協
会
留
学
生
説
明
会

六
月
六
日
　
毛
大
使
夫
人
に
よ
る
タ

食
会

六
月
十
五
日
　
に
い
は
お
発
行

六
月
二
十
日
　
市
内
十
校
卓
球
指
導

終
了

六
月
二
十
五
日
　
日
中
か
わ
ぐ
ち
編

桂未
△
〓

七
月
八
日
　
関

・
鄭
参
事
官
歓
送

迎
会

夢
の
都

開
封

入
門
Ｂ
講
師
　
韓

冬
黎

開
封
市
は
中
国
の
中
東
部
、

黄
河

の
中
下
流
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。

中
国
の
六
大
古
都
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
、

二
七
〇
〇
年
程
の
歴
史
を
持
っ

て
い
る
有
名
な
歴
史
的
、

文
化
的
な

都
市
で
す

戦
国
時
代
の
魏
、

五
代
時
期
の
後

梁
、

後
晋
、

後
漢
、

後
周
及
び
北
宋

と
金
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
地
に
都
を

定
め
、

全
国
の
政
治
、

経
済
、

文
化

の
中
心
地
と
し
て

一
六
八
年
間

つ
づ

き
ま
し
た
。

当
時
の
人
日
は
百
万
を

超
え
、

世
界
的
に
も
、

も

つ
と
も
大

き
な
、

繁
栄
し
た
ま
ち
の

一
つ
で
し

た
。

当
時
の
人
々
に

「京
の
富
は
天

下
無
し
」
と
謳
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、

開
封
市
総
人
日
は
四
百
六

十
万
、

総
面
積
は
六
千
四
百
四
十
四

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

名
勝
旧
跡

が
至
る
と
こ
る
に
あ
り
ま
す
。

そ
の

中
、

国
に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
は
六

ヶ
所
、

省
に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
は

一
七
ヶ
所
あ
り
、

有
名
な
観
光
都
市

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

竜
亭
、

鉄
塔
、

相
国
寺
、

山
険
甘

会
館
、

延
慶
観
、

繁
塔
、

な
ど
毎
年

大
勢
の
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

近
年
、

観
光
事
業
の
発
展
に
し
た

が

っ
て
ぃ
宋
都
御
街
、

天
波
楊
府
、

特
に
名
画

「清
明
上
河
図
」
を
復
元

し
た

「清
明
上
河
園
」
と
い
う
テ
ー

マ
パ
ー
ク
な
ど
が
、

地
下
に
眠

っ
て

い
る

一
千
年
前
の
ま
ち
の
繁
栄
振
り

を
よ
み
が
え
ら
せ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
是
非
遊
び
に
来

て
中
国

の
歴
史
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。


